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１．問題と目的
大学の教員養成課程に入学する学生の多くは，卒
業後の進路として教員を目指す。そして入学後は，
大学や個人によって多少の違いはあるだろうが，概
して他の進路の可能性についての試行錯誤の機会は
少なく，教員としての就職を目指して 4年間のカリ
キュラムをこなしていく。
群馬大学教育学部では，教員養成課程として様々
な授業・実習を通じ，職業観や勤労観を養っている。
たとえば一年次からの教育実習（教育現場を体験さ
せるものとしての現場体験実習など）の導入や，三
年次の本実習時において，実習のみに専念させるた
め，実習期間中は大学での履修を認めない制度を確
立するなど，全国の教員養成大学の中でも特色ある
カリキュラムを構築している。
筆者（髙橋）は同学部において，主として教員へ
の就職対策の授業（「キャリア・サポート演習」）を
非常勤講師として担当するほか，一年間に 3回，就
職対策講座の講師として「教員の就職活動を始める
にあたって」，「教員採用試験 一次試験突破に向け
て」，「自己アピール，小論文作成指導」を担当して
いる。これらのうち「教員の就職活動を始めるにあ
たって」においては，就職活動を始める時期にあた
る 7月に，3年生と修士 1年生を対象としているこ
ともあり，教員としてのキャリア形成の重要さを中
心的な内容として講義をしている。
また，筆者（山口）は専任の教員として自分の授
業（「情報化時代の職業倫理」など）や授業外でも教
員志望者への支援を行っており，教員という職業を
理解させることを意識して授業を行っている。
しかし，それらの授業での学生の取り組みを見る
限り，学生にとって，「教員になる」＝?教員採用試験
に合格する」という側面のみが強調されて受け取ら
れがちである。これは筆者ら自身も，いわば「大学
の使命」として教員に一人でも合格させることを最
優先して授業を行っていることも理由としてあるだ
ろう。また学生自身も長期的展望をもって教員志望
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を固めていくことが難しいという，現在の学生を取
り巻く就職難の状況が確かにある。
しかし，本来もっとも大切であると思われる，教
員になった後の自らのキャリア形成，キャリアデザ
インに関して，その重要性が学生の中で認識されて
おらず，その重要性を分かってもらう教育活動がで
きていないという不全感が筆者らにはある。
本稿での最大の目的は，この問題意識をもとに，
では何を喫緊の課題としてなすべきであるのか，い
かにすれば学生に自らのキャリア形成意識を高めて
もらえるのかという実行可能な作業仮説を形成する
事である。
そのために本稿では，まず教育実習前の 3年生及
び教員採用試験の一次試験に合格した人を対象に質
問紙調査を行った結果をもとに，学生のキャリア意
識の実態について明らかにし，そこに現れる問題点，
特にキャリア意識と教職観の関連について検討す
る。
２．方 法
2-1．調査の時期と対象者
以下に述べる 3つの調査を行った。
「教員志望者の進路についての意識に関するアン
ケート」として，教育実習開始前の学部 3年生に対
して質問紙調査を実施した。実施の時期と対象者数
は，2010年 7月（55人）と 2011年 7月（35人）で
ある。
さらに，2011年 8月には，同年の教員採用試験 1
次試験合格者（16人，学部 4年生，既卒含む）に対
して，「2011年 8月 11日 教員志望者の進路につい
ての意識に関するアンケート」として，先の質問紙
に，進路の決定時期と決定の決め手になった出来事
についての質問を付加した質問紙調査を実施した。
本稿では，これらの 3つの調査を便宜的に調査 1，
調査 2に分けることとする。調査 1は学部 3年生に
対する調査，調査 2は学部 4年生以上の教員採用試
験一次合格者に対する調査である。
2010年度の調査では，「教員の就職活動を始める
にあたって」という学部 3年生及び修士 1年生向け
の自由参加（参加者は約 80名）のガイダンスにおい
て実施した。
2011年度の調査では，上記と同じガイダンスの参
加者が 8名しかいなかったため，その直後に行われ
る，学部 3年次の教育実習の事前指導の際に実施し
た。
2011年の群馬県教員採用試験一次合格者に対す
る調査は，一次試験合格後の二次試験対策において
実施した（参加者約 30名）。回答者 16人の内訳は，
学部 4年生 13人，他大学出身者または既卒者が 3人
である。
2-2．調査内容
2-2-1．調査１ 学部３年生に対する調査
2-2-1-1．教員としての進路決定度
教師という進路を選ぶにあたっての意思決定度に
ついて，次の 5つから回答を求めた。①既に決定済
みである。他の進路は考えていない，②決定済みで
あるが，他の進路も考えることがある，③教員にな
るかどうか，まだ迷っているところがある，④教員
以外の進路に進みたい，⑤その他。なお，「その他」
の選択肢については具体的な内容を記入するよう空
欄を設けている（以下も同じ）。
2-2-1-2．教員以外の希望進路
他の進路を考えたり，教員に対して迷いがあると
回答した学生に対し，教員以外にどのような進路を
考えているか，次の 5つから回答を求めた。①教員
以外の公務員，②民間企業，③実家の仕事を継ぐ，
④大学院や他の学校への進学，⑤その他。
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表１ 調査実施時期と対象者
調査実
施時期
2010年
7月 14日
2011年
7月 20日
2011年
8月 11日
調査対象者 教育学部 3年生 55人
教育学部 3年
生 35人
教員採用試験
一次合格者
16人（4年生，
既卒）
本稿での区
分け 調査 1 調査 2
注：調査票の配付と対象者について
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2-2-1-3．不合格の場合の希望進路
最終合格できなかった場合にどのような進路を希
望するかについて，次の 5つから回答を求めた。①
非常勤（さくらプラン，わかばプラン等含む）で教
職に就ければよい，②非常勤で教職に就いて，翌年
採用試験にチャレンジしたい，③非常勤の教職には
就かず，翌年採用試験にチャレンジしたい，④大学
院や専攻科への進学，⑤他の進路を選ぶ。
2-2-1-4．教員として採用された後の将来像
教員に採用された後の自分の将来像について，考
えたことがあるかないか回答を求めた。
2-2-1-5．希望する教員としてのキャリア展望
将来像について考えたことが「ある」と回答した
学生に対し，どのようなキャリア展望を描いている
か，次の 4つから回答を求めた。①ずっと現場で働
き続けたい，②ある程度仕事をしたら教員を辞めた
い，③管理職に就きたい，④その他。
2-2-2．調査２ 教員採用試験一次合格者に対する
調査
2-2-2-1．教員としての進路決定度
調査 1に同じ。
2-2-2-2．教員以外の希望進路
調査 1に同じ。
2-2-2-3．不合格の場合の希望進路
調査 1に同じ。
2-2-2-4．教員として採用された後の将来像
調査 1に同じ。
2-2-2-5．希望する教員としてのキャリア展望
調査 1に同じ。
2-2-2-6．教員という進路を本格的に決定した時期
本格的に教員を進路として選ぶことを決定した時
期について，次の 5つから回答を求めた。①大学入
学以前，②大学入学後から 3年の教育実習，③教育
実習後，④大学（院）卒業後，⑤その他。
2-2-2-7．教員という進路を本格的に決定した最大
の契機
本格的に教員を進路として選ぶことを決定した最
大のきっかけとなった出来事について，次の 5つか
ら回答を求めた。① 1年から 3年次までのカリキュ
ラム，②学内の就職対策講座，③卒業後の非常勤の
経験，④その他。
2-2-2-8．家族や親戚における教員の有無
家族や親戚に教員がいるか，また「いる」と回答
した学生に対してはそれが教員志望に影響を与えて
いるかどうかを回答してもらった。
３．結 果
3-1．調査１ 学部３年生に対する調査結果
2010年度の 3年生と 2011年度の 3年生のデータ
を以下の通り比較する形で結果を示す。
3-1-1．教員としての進路決定度
2010年度 3年生（有効回答数 55人）においては，
「決定済みだが，他の進路も考えることがある」が
23人（41.8％）で最多であった。2011年度 3年生（有
効回答数 35人）は「教員になるかまだ迷っていると
ころがある」が 13人（37.1％）で最多であったが，
一方で「既に決定済み，他の進路は考えていない」
という回答は，2010年度生（9人，16.4％）よりも 2011
年度生（9人，25.7％）の方が，9.3ポイント高かっ
た（図 1）。
3-1-2．教員以外の希望進路
進路決定度において「他の進路も考えることがあ
る」，「迷っているところがある」，「教員以外の進路
に進みたい」としたものに回答を求めた。2010年度
生（有効回答 45人）では，「教員以外の公務員」が
最多で 29人（64.4％），これ以外では「民間企業」が
6人（13.3％），「大学院等への進学」が 5人（11.1％）
と続く。2011年生（有効回答 26人）では，やはり「教
員以外の公務員」が最多で 13人（50％）であるが，
「民間企業」7人（26.9％）や「大学院等への進学」
5人（19％）を希望する者も目立つ。
3-1-3．不合格の場合の希望進路
有効回答数は，2010年度生は 30人，2011年度生
は 11人であった。「非常勤で教職に就いて，翌年採
用試験に再チャレンジしたい」が，2010年度生では
26人（86.6％），2011年度生では 8人（72.7％）いず
れの年度でも最多であった。これ以外の回答では，
2010年度生は「大学院等への進学」が 3人，「非常勤
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の教職に就ければよい」が 1人であった。2011年度
生のその他の回答は，「非常勤の教職に就かずに再
チャレンジ」，「大学院等への進学」，「その他の進路
を選ぶ」が各 1人ずつであり，「非常勤の教職に就け
ればよい」という回答はなかった。なお，「その他の
進路を選ぶ」には「塾講師になり翌年再チャレンジ」
と記述されていた。
3-1-4．教員として採用された後の将来像
有効回答数は 2010年度生が 30人，2011年度生は
11人であった。採用された後の将来像を考えたこと
が「ある」と回答したのは 2010年度生が 24人
（80％），2011年度生が 10人（90.9％）であった。
3-1-5．希望する教員としてのキャリア展望
教員として採用された後の将来像を考えたことが
「ある」と回答した 2010年度生の 24人，2011年度
生の 10人に回答を求めた。最多は「ずっと現場で教
員を続けたい」であり，2010年度生は 17人（70.8％），
2011年度生は 9人（90％）であった。このほか，2010
年度生では，「管理職に就きたい」が 5人（20％），
「ある程度仕事をしたら教員を辞めたい」が 2人
（8.3％）であった。辞めたいとした 2人は，その理
由を記述する欄に「家庭も大事にしたい」，「自分の
子どもの様子による」と書いていた。2011年度生は
1人が「ある程度仕事をしたら教員を辞めたい」とし
ていたが，理由の記述はなかった。
3-2．調査２ 教員採用試験一次合格者に対する調
査結果
この調査対象者 16人は 2011年の教員採用試験を
受験し，一次合格した人たちである。よって，確認
はしていないが，2010年度の 3年生の調査対象者と
同じカリキュラムで学んできた学生が含まれてい
る。そこで，特に対応づけはしないが，調査 1の 2010
年度 3年生の結果との比較をする形で，以下に結果
を示す。
3-2-1．教員としての進路決定度
2010年度の 3年生（有効回答数 55人）において
は，「決定済みだが，他の進路も考えることがある」
が 23人（41.8％）で最多であった。2011年度の一次
合格者（有効回答数 16人）においては，「既に決定
済み，他の進路は考えていない」が 11人（68.8％）
で最多であった。また一次合格者にも「他の進路も
考えることがある」（3人），「まだ迷っているところ
がある」（2人）という回答が見られるが，これらは
すべて学部 4年生である（図 2）。
3-2-2．教員以外の希望進路
進路決定度において「他の進路も考える」，「迷っ
ている」とした回答者が希望する他の進路としては，
2010年度 3年生（有効回答 45人）では「教員以外の
公務員」が最多で 29人（64.4％），これ以外では「民
間企業」が 6人（13.3％），「大学院等への進学」が 5
図１ 教員としての進路決定度 3年生（単位：％)
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人（11.1％）であった。2011年度の一次合格者（有
効回答数 5人）では，「教員以外の公務員」が 3人，
「大学院等への進学」が 2人であった。これら 5人
はすべて学部 4年生である。
3-2-3．不合格の場合の希望進路
有効回答数は 2010年度が 3年生は 30人，2011年
度の一次合格者は 15人であった。「非常勤で教職に
就いて，翌年採用試験に再チャレンジしたい」がい
ずれにおいても最多であり，2010年度 3年生では 26
人（86.6％），一次合格者では 11人（73.3％）であっ
た。一次合格者のうち，これ以外の回答をした 4人
はすべて学部 4年生であったが，その回答の分布は，
「大学院等への進学」が 2人，「非常勤に就ければよ
い」が 1人，「非常勤に就かずに再チャレンジ」が 1
人であった。
3-2-4．教員として採用された後の将来像
有効回答数は 2010年度 3年生が 30人，2011年度
一次合格者は 16人であった。採用された後の将来像
を考えたことが「ある」と回答したのは 2010年度 3
年生が 24人（80％），一次合格者が 15人（93.7％）
であった。
3-2-5．希望する教員としてのキャリア展望
採用後の将来像を考えたことが「ある」と回答し
た 2010年度 3年生 24人，一次合格者 15人に回答を
求めた。2010年度 3年生において，「ずっと現場で教
員を続けたい」が 17人（70.8％），「管理職に就きた
い」が 5人（20％），「ある程度仕事をしたら教員を
辞めたい」が 2人（8.3％）であった。辞めたいとし
た 2人は，その理由を記述する欄に「家庭も大事に
したい」，「自分の子どもの様子による」と書いてい
た。これに対して一次合格者では「ずっと現場で教
員を続けたい」が 14人（93％）であった。残りの 1
人の回答は「ある程度仕事をしたら教員を辞めたい」
であり，具体的な理由はなかった。
3-2-6．教員という進路を本格的に決定した時期
この項目は，2011年度一次合格者に対してのみ回
答を求めた。有効回答数 15人のうち，「大学入学前」
が最多で 8人（53.3％），「入学後から 3年の教育実
習」が 4人（26.6％），「教育実習後」が 2人（13.3％），
「大学（院）卒業後」が 1人であった。
3-2-7．教員という進路を本格的に決定した最大の
契機
この項目は，2011年度一次合格者に対してのみ回
答を求めた。有効回答数 15人のうち，最大のきっか
けとしては「教育実習」が最多の 11人（73.3％）で
あった。この他 1人が「1年から 3年までのカリキュ
ラム」と回答しており，具体的には「現場体験実習」
であるとしている。これ以外の回答に記入された具
体的記述には，「恩師との出会い，両親の影響」（1
人），「子どもが好きだから」（1人），「高校の部活動」
（1人）が挙げられていた。
3-2-8．家族や親戚における教員の有無
この項目は，2011年度一次合格者に対してのみ回
答を求めた。有効回答数 15人のうち，「いる」は 5人
図２ 教員としての進路決定度 一次合格者との比較（単位：％)
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（33.3％），「いない」は 10人（66.6％）であった。
「いる」と回答した 5人に対し，さらに，教員とし
ての進路の決定に家族や親族が影響を与えているか
どうかの回答を求めたところ，3人が「影響を与えて
いる」，1人が「与えていない」と回答した。1人は
無回答であった。
４．考 察
4-1．「教師観」と「教職観」
サンプル数は少ないものの，今回の全体的な回答
傾向から教員志望者の意思決定について言えること
を最初にまとめておこう。‘教育実習前の 3年生は教
員を進路に選ぶことに迷いを感じることもあるが，
3年次の教育実習の本実習を経ることによって本格
的に意思が固まる’というのが大まかな在学生の意
識の推移であるようである。
教育実習を契機とする学部生の教員志望度の上昇
については，すでに秋光（2011）の分析にあるよう
に，教師を目指す自覚や使命感が身につくという「教
職意欲の向上」が挙げられる。2011年の教員採用試
験二次対策講座において筆者（高橋）が見聞したと
ころでも，ある学生が語ったことであるが，教育実
習先の先生の指導の上手さに実際に触れ，自分もこ
のような指導のできる先生になりたいと思ったとい
う事例があった。同様に筆者（山口）自身の十数年
の勤務経験でも，大多数の学生にとって教育実習は
四年間の学生生活の中でもっとも大きな負荷がかか
る経験であることは間違いないようである。それだ
けのコストをかける経験によって，曖昧だった教師
志望の意志が固まるというのはある種の社会心理学
的解釈（認知的不協和など）から自然に理解できる
ことである。
また，教育実習の経験に限らず，学生たちは，教
員を目指す過程において「理想の教師像」，「教師の
資質として大事なものは何か」など教師観について
は相対的に精緻に考える機会がある。それは教員採
用試験の面接で実際に聞かれる質問だからでもあ
る。
その一方で，試験で聞かれることのない，「教員と
しての（長期的展望に基づく）職業人生」というも
のに対する理解，いわば教職観をどのように深めて
いるかは曖昧であるし，不十分であるように思う。
これは教員以外の就職活動を対比させるとこの点は
より明瞭になるであろう。比較のために具体例を挙
げると，編集者になりたい学生の場合，編集者とし
て何がしたいか，どうあるべきかについて自分なり
の編集者観を持つだけではない。どのような出版社
があるか，出版社の中で編集者はどのような役割か，
採用された後どのようなキャリア・パスがあるかに
ついて調べ，「編集者としての職業人生」を考えてみ
るのはよくあることである。
編集者という職業はやや特殊かもしれないが，多
くの「プロフェッショナル」とされる職業の中では，
相対的に「教職」というのは編集者と同様に，専門
性の高い「プロ」らしい職業であることは間違いな
い。にもかかわらず，どのようにその専門性を高め
ていくのかについて，非常に曖昧なまま職業のス
タート地点に立つことが多いことは理解してもらえ
るだろう。
つまり，教員志望者の場合，「教員としての職業人
生」という「教職観」はあまり注意を払われておら
ず，「教師」という仕事の「教育をする人」という側
面に集中して情報収集や検討がなされているように
思われる。この点を含めたバランスの取れた「教職
観」を持つことが必要であると指摘したいのである。
4-2．教員採用試験に不合格の場合の進路選択
大半の学生が，採用試験に不合格の際の希望進路
として非常勤の教員を挙げている。正規の採用を目
指すのであれば，その現場に身を置いて働こうと思
うことはごく自然なことである。実際に，これまで
の先輩たちもそのような進路を選ぶ人が多数派で
あった。
学生達の全体的な意識としても，不合格の場合は
非常勤で働くことが望ましく，それが正規採用され
るための最適な選択と受けとめられているようであ
る。確かに，非常勤講師として教壇に立つことで教
員としてのスキルを磨くことはできるし，教員とし
ての自身の適性を伸ばす機会となる。早いうちから
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教師文化に馴染むという利点もあるだろう。また，
毎月給与が得られるということも大きな魅力であ
る。
その反面，正確な数字は不明だが筆者らの見聞す
る限り，非常勤のままである人も少なくない。それ
は，毎日の仕事が常勤教員に劣らず多忙であるため，
なかなか翌年のための試験対策ができないというこ
とが，もっとも大きな要因であろう。さらに，実際
に教員の仕事に就き，かつ給与を得ているために，
改めて採用試験を受けるという動機づけが低下する
ということもあるだろう。
不合格の場合に「非常勤講師となり再チャレンジ」
をする以外の回答では，「大学院等に進学して再チャ
レンジ」が目立った。ここで意味する大学院が教職
大学院であるとすれば，この進路選択もまた相対的
には，教員の現場に少しでも近づこうとしているも
のであると言える。
近年，各自治体で社会人経験者を教員に採用する
という動きが活発化している。文部科学省の平成 22
年度学校教員調査（中間報告）においても，新卒者
以外で新規に採用された教員の前職では，「非常勤講
師」以外では，「民間企業」が増加している。
社会人経験者の採用は，遡れば平成元年の教育職
員免許法の改正において，学校教育の多様化等に対
応するため，社会的経験を積んだ教員を教育現場に
導入するという趣旨で「特別免許状」として始まっ
たものであった（文部省，1989）。当初は，技術やス
ポーツ関係など専門性の高い分野に限られていた
が，平成 17年規制改革・民間開放推進会議第 2次答
申以降，これに限られない枠での採用が広がった。
文部科学省の「教員採用等の改善に係る取組事例」
によれば，自治体による違いはあるが，工業や看護
などの専門科や英語，スポーツ関連の専門性を有し
た社会人のみならず，金融機関や商社，出版社等の
民間企業での経歴を持つ人が教員として採用されて
いる例もある。
群馬県でも平成 16年には社会人特別選考での採
用が行われ，平成 24年度採用試験においては，社会
人経験者の出願資格を「民間企業等に 5年以上勤続
した経験のある，「出願する教科等に関する高度の専
門的な知識若しくは技能又は勤務経験等を通して身
に付けた優れた経営的能力を有する人」としている。
群馬県教育委員会の求める教師像には，①社会人
として優れた見識を有する教師，②高い専門性を有
する教師，③豊かな人間性を有する教師の三点が挙
げられている。これらの特質は，学校教育現場の経
験のみにおいて身につくものではなく，民間企業等
における多様な社会人経験を通じても，場合によっ
ては社会人経験者だからこそ備えることができるも
のもあるだろう。
今回の質問紙の中には，不合格の場合，「民間企業
等に就職してから翌年採用試験に再チャレンジす
る」という項目は設けなかったが，現在，学生たち
の中には，採用試験に落ちた場合，民間企業等で社
会人経験を積んでから再チャレンジ，という考えは
ほとんどないように思われる。
一方，筆者（髙橋）の知る事例だが，首都圏の大
学の場合，教員志望でありながら，一度民間企業で
社会人経験をしてから受験するという進路選択を考
える学生がいる。それは社会人経験者採用枠ではな
く，一般の枠での受験である。教員という仕事を多
面的に捉えるならば，ふさわしい能力や資質は教育
現場以外の社会人経験によっても高めることが可能
であること，社会人を経験することによって教員と
いう仕事を相対化して見る目を養えることは，学生
たちにもっと知らされてもよい情報である。
誤解のないよう付け加えるが，これは社会人経験
をしてから採用試験を受けることを勧めているわけ
ではないし，社会人経験がある人の方がよい教員に
なれるということを言っているのでもない。教員に
なるための道筋は一つに限定されないということで
ある。大切なのは教員になるまでにどういうルート
を辿ったかではなく，その際の経験の質であること
は言うまでもない。ただ，相対的には教職志望者が，
他の一般企業志望者と比較すると，多様性が乏しい
キャリア選択をしているのではないかという点を指
摘しておきたい。
4-3．学部生の教職観とキャリア意識
「教員として採用された後の将来像について考え
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たことがあるか」の質問に際して，回答者の中では
「ある」が大多数であった。しかしそれ以前に，2010
年度 3年生は 55人中 25人が，2011年度 3年生は 35
人中 24人がこの質問に対して無回答であったとい
う点が着目される。自分のキャリア展望について関
心がないための無回答であるとしたら，見過ごせな
いことである。教員志望の意識が高いがゆえに，採
用試験にいかに合格するかに注意が向かい，その後
の長い職業人生について考えるだけの余裕がない
か，考える必要はないということなのかもしれない。
将来像について考えたことのある学生たちのキャ
リア展望としては，「ずっと現場で教員を続けたい」
が回答者の圧倒的大多数であった。2011年度の一次
合格者の回答傾向や 2011年の教員二次試験対策講
座での学生たちの様子と併せてみると，群馬大学の
教員志望者の多くのキャリア意識は次のように要約
できそうである。
「小・中・高の時期に恩師との出会いを通じて教
員になることを希望し，群馬大学教育学部に入学。
途中で迷いもあったが 3年の教育実習を機に本格的
に教員になることを決意。教員に採用された後は，
ずっと現場で教師を続けていきたい」。
この「ずっと現場で教員を続けたい」というキャ
リア意識は教員一般に広くみられるものであるよう
だ。たとえば，ベネッセ（2010）の教員調査におい
ても現職の小・中学校教員の将来展望として，「管理
職にはならず，一教員としてずっと児童生徒を前に
して働きたい」が全体としては最多で，半数近くを
占める。
しかしその一方で，教職経験が 20年を超えると意
識の変化が現れる。小学校教員の場合は「いずれは
教員を辞めたいと思っている」が，中学校教員の場
合は「管理職になりたい」が目立って増加する。教
員という仕事の経験を積むに従って，徐々に自分な
らではの教職観が出来上がっていくのは当然といえ
よう。
Schein（1978）の指摘するように，各個人には，仕
事に続けることで見えてくる，その人ならではの一
貫したテーマであるところのキャリア・アンカー
（錨）というものがある。教員であれば，現場で児
童・生徒と関わり続けたい人もいれば，管理職になっ
て学校経営に関わりたい人も出てくるかもしれな
い。あるいは，執筆や研究を通じて専門性を高める
人もいるかもしれないし，ライフ・ワーク・バラン
スを保ちながら教員を続けたいという人もあるかも
しれない。教員の仕事として「教壇に立つ」ことが
中核にあるとしても，教員個々人にとって仕事への
取り組み方は様々なあり方があってよいし，実際に
世の中を見渡せば，多様な教職像があることがすぐ
にわかるであろう。
また，キャリア心理学者の Super（1980）は，個人
のキャリア発達にはライフ・ロール（人生における
役割）が密接に関係するとして，子ども・学生・余
暇人・市民・労働者・家庭人・その他の 7つの役割
を挙げ，年齢を重ねるに従って個人がどの役割に価
値を置くかによってその人のキャリアのあり方が影
響を受けるとした。今回の調査の将来展望では，2010
年度 3年生のうち 2名が「家庭も大事にしたい（自
由記述）」と回答しており，全体の傾向からするとこ
れらの回答は，教師という仕事への意欲に乏しいか
のような，ある意味異質な印象を与えるかもしれな
い。それは一般に何をおいても仕事を優先させるこ
とが正しいことと思われているからである。しかし
Scheinも指摘するように，仕事（＝労働者という役
割）は，他の役割と等価な一つの役割である。一般
的なキャリア発達の考え方からすると，はじめての
職業選択の時期を前にして「（仕事もしたいが）家庭
も大事にしたい」という考え方が出てくるのはむし
ろ自然なことである。
平成 11年，中央教育審議会は，初等中等教育と高
等教育の接続の改善について（答申）の中で，キャ
リア教育を，「望ましい職業観・勤労観及び職業に関
する知識や技能を身に付けさせるとともに，自己の
個性を理解し，主体的に進路を選択する能力・態度
を育てる教育」と定義し，「その成果についての評価
を行うことが重要である」とした。「成果」というと
学生の就職内定率で測るしかないのが現状であり，
大学としても学生を就職させるための取り組みに焦
点を当てざるを得なくなる。しかし，就職が決まる
ことのみならず，就職した後どのようなキャリア形
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成を行っていくかについて自覚的に考える態度を育
てることは，学生たちが卒業後の人生において長持
ちするキャリアを築くためにも必要なことであろ
う。
５．今後の課題―学生のもつ素朴概念を越え
ることを目指して―
これまで述べてきたことを心理学の別文脈で使わ
れる概念を使うことで総括し，今後の課題としたい。
それは，認知心理学や教授学習心理学の中で指摘さ
れる「素朴概念」である（e.g.麻柄（2006））。
素朴概念とは，人が特に体系的な学習ではなく日
常生活の中で自生的に獲得している概念のことであ
る。つまり，古典的な学習者観である従来型の，学
習者がタブラ・ラサ（白紙）であるとされているこ
とへの強い批判として誕生したものである。数学，
物理学などで典型的に出現しやすい諸々の誤った法
則，誤概念がそこではしばしばとりあげられる。た
とえば平行四辺形の面積を底辺×高さではなく，初
学者（多くの小学生）は辺×辺（長方形や正方形の
場合は正しいのだが）と考えたり，周囲の長さに着
目しやすいということがある。あるいは重い物ほど
早く落下するという素朴概念（この場合も誤概念で
もあるが，アリストテレスの時代からガリレオに至
るまで強固に誤解されていた）を日常生活の中から
自生的に獲得していることが多い。
これらの素朴（誤）概念を意味のない誤答と考え
ず，それが獲得された背景に着目した上で，その組
みかえを行う必要があるということが，特に最近の
教授学習心理学では強調されている（先の麻柄
（2006）や細谷（1996）などを参照）。
これと同じ現象が「職業」，とりわけ「教職」には
あるように思われる。というのは，2011年現在、日
本人の多く（8割以上）がサラリーマン化しており，
自営業者が少なくなっている。子どもが触れる機会
のある仕事が少なくなっているのである。自宅で商
売をしたりするのをみたり，手伝ったりする機会の
ある子どもは少ないだろう。あるいは親の職人的な
仕事に触れる機会や，農業などを手伝う機会がある
子どもも，一般には少ないであろう。多くのサラリー
マンである両親は，日中は別の場所で仕事に行くわ
けであり，自生的に子どもが獲得していく職業観の
リソースは，非常に乏しいと言える。それゆえ，上
述の自宅と職場が一致しているような場合や，両親
が自身の職業内容を子どもに伝えない限りは，最初
に意識する大人の仕事は，幼稚園から小学校にかけ
ての教職であるように思われる。
これが職業について幅広く様々な知見を獲得して
いくことを一面では妨げ，一面では教職というもの
のみに特化して促進させた結果，日本特有の職業に
関する素朴概念を培っていく原因となっているので
はないかという仮説を，筆者らは持っている。そし
てその教職および教員に対して，それが将来の自分
自身のモデルと見なしえた者が，教員志望者になっ
ていくのではないだろうか。
こうしたキャリア形成はもちろん一律に誤概念で
はないし，否定されるべきものではない。おそらく，
過去の優れた教員になった人の多くは，自身が受け
た最良の教育を継承しようとしてきたのであろう
し，それが継承されて現在の教育の良質な部分が支
えられているのでもあるのだろう。しかしそれを認
めた上でもっとも問題となるのが，「教えられる立
場」からみる教職というのは，教職の中ではきわめ
て限定されたものであるという点である。
たとえば児童・生徒が，教職の「経営」的な側面
（より具体的には管理職（校長，教頭など）がなさ
ねばならない職務）に触れる機会はまずありえない。
したがって，たとえ，児童・生徒の立場として最良
の教職のモデルを提供されたとしても、結局それは
一部の限定的な「教師観」であり，特にいびつな「教
職観」に陥っており，結果的にきわめて貧困な素朴
「誤」概念を獲得してしまっているのではないだろ
うか。実際に筆者らも二次対策の面接の指導をして
いて感じる違和感は，優れた学生であっても管理職
の職務内容や，教員の「教育」以外の側面を想像す
る学生はほとんど皆無である点である。
以上の点から，今後の課題として次の三点をまと
めておきたい。第一は，上述の「教師観」「教職観」
の素朴概念の形成過程を明らかにするべき事であ
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る。これらはたとえば自伝的記憶研究や各種の質問
紙調査などですでに一定のデータは収集されてい
る。
第二は，そこで形成された「教師観」「教職観」の
あえて言うが「いびつさ」を具体化することである。
上述したように教師の仕事は教育に限定されるもの
ではなく，経営や事務的な側面が非常に多いのだが，
実際の教師の正確な「教師観」「教職観」と何がもっ
とも異なるのかを明確にすることである。この事実
とは大きく異なる点にこそ，キャリア教育を補償す
る必要があるからである。この点に関しても一定の
データは収集されている。これらの文献の精査を，
今後行っていくことにする。
しかし，もっとも重要な第三の点がある。それは，
ではいかにすれば非常に限定的で，あえていえば素
朴誤概念とも言える「教職観」を正しいものに組み
かえていけるか，という課題である。これこそが筆
者らのなすべき仕事であると考えている。
たとえば本学では，元校長などから講話をしてい
ただく機会などを就職指導の一環として行ったり，
教育実習の機会を増やしたりと，多くの教職に触れ
る機会を設定しており，それらはもちろん教職への
理解を促進し，教職志望への動機づけを高めている
ことは疑いない。しかし，ここまで述べてきたよう
に有効なキャリアアンカーを形成したり，「教師観」
「教職観」をバランスよく身につけるというために
は，それだけでは不十分であるように思われる。最
終的にはやはり従来から言われているように，OJT
（on-the-job-training）が最良にして唯一の，キャリ
ア・アンカー形成の手段なのかもしれない。しかし，
そのままではキャリア教育の可能性が閉ざされてし
まう。たとえOJTを越えられないにしても，事前に
可能なキャリア形成のためのレディネスを醸成する
カリキュラムを，筆者らは創りだしたいという願い
がある。これらの三点を検討し，次回の就職支援に
筆者らは役立てたいと考えている。
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